
平成２５年度決算一般財源充当額と基準財政需要額との比較（試算）

一般財源
充当額

基準財政
需要額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

議会費 229 議会費 (122) 107 188%

総務費 1,813 総務管理費・徴税費・戸籍住民基本台帳費等 (808) 1,005 224%

民生費 2,903 社会福祉費・高齢者福祉費・生活保護費 (2759) 144 105%

衛生費 1,339 保健衛生費・清掃費 (1048) 291 128%

農林水産業費 172 農業行政費・林野水産行政費 (304) △ 132 57%

商工費 325 商工行政費・地域振興費 (360) △ 35 90%

土木費 1,007 その他の土木費・道路橋りょう費等 (648) 359 155%

消防費 889 消防費 (603) 286 147%

款 費目等

平成25年度歳出決算額 平成25年度普通交付税算定額
一般財源と
交付税の差

交付税に対する
一般財源の割合

（単位：百万円）

消防費 889 消防費 (603) 286 147%

教育費 976 その他の教育費・小学校費・中学校費 (849) 127 115%

公債費 1,477 公債費 (873) 604 169%

317 建設事業費 (402) △ 85 79%

11,447 8,776 2,671 130%

　【用語解説】
○一般財源充当額・・・財源の使途が特定されていない歳入（一般財源）を充てた歳出
○基準財政需要額・・・普通交付税の算定基礎となるもので、地方公共団体の標準的な水準における財政需要額

合　計

※　基準財政需要額は臨時財政対策債（910百万円）振替前

※　Ｂ欄の費目等の額は、市の決算額の款と一致しないことから類似した費目等に振り分けしたものである。

建設事業費
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